
【ICTユニットの特徴】

１）アタッシュケースとして持ち運びが容易であり、簡単に利用開始が可能

梱包のバッテリー１本（50,000mAh）で連続８時間使用可

２）普段使っている携帯電話番号でＩＣＴユニットのWi-Fi通信エリア内（直径100m）の
利用者同士でWi-Fiを介した音声通話・ファイル共有が可能

３）衛星携帯電話やアナログ電話回線、ＦＴＴＨ等の外部通信路と接続することで、
普段使っている携帯電話番号で遠隔地との音声通話（着信含む）も可能

＜利用イメージ＞

● 「ICTユニット」は災害時に被災地へ搬入して迅速に通信ネットワークを応急復旧させることが可能な通信設備。
● 東日本大震災での教訓を踏まえて、総務省がＮＴＴ等に委託して研究開発を実施（Ｈ23～25年度）し、 Ｈ26年11月に実用化。
● 被災地における必要な通信手段の確保及び支援のため、自治体等からの要請に応じて、貸し出しを実施。

＜機器構成＞

※） ＩＣＴユニットから音声通話用のスマートフォンアプリをダウンロードし、起動することにより、スマートフォンの
電話番号をＩＣＴユニット内の通信での内線番号として利用可能。

（重量：約300g）（容量：50,000mAh)
（重量：約1.3kg）

ユニット本体
（IP電話用構内交換機、
情報処理サーバ）

重量合計：
約6.5kg程度

バッテリー

Wi-Fi アクセス
ポイント

（重量：約100g）

ゲートウェイ
（外線と接続用）

（重量 : 約500g ）

その他（電源制御回路,ｹｰﾌﾞﾙ)

※防水ケースに格納

※

※

※

（PCボードで内蔵）

ICTユニット

災害対策本部
＠臨時代替庁舎

外部拠点
ex.県災害対策本部庁舎

課題：通信環境が
不十分（ない）

IP電話 FAX 職員（利用者）のスマートフォン

衛星携帯電話

移転

被災

ユニット単独の
庁舎内通話

外部回線を活用
した庁舎間通話特徴：

ワンボタンで起動

ＩＣＴユニットの概要

× 音声通話



ＩＣＴユニットの利用方法１

・普段使っている電話番号のまま通話可能
→既存アドレス帳から選んで発信も可能

・ICTユニットのファイル共有サーバに
アクセスすることでデータの共有が可能

090-XXXX-XXXX 080-XXXX-XXXX

・ボタン操作で簡単に起動・停止

・衛星携帯電話等の外部回線と配線す
るだけで直ぐに利用可能

★

内蔵バッテリ

ICTユニット

AP

利用者１ Wi-Fiエリア 利用者２

通話

データ共有

①内蔵バッテリ電源ＯＮ
②本体電源ON
約3分で起動完了

③OFFボタンを押し、
30秒程度で停止完了．

衛星携帯
電話など

接続する外部回
線が変更になっ
ても、ICTユニット

本体の設定変更
は不要．

①起動・停止 ②内線通話＆ファイル共有



利用者１

ICTユニット

AP

利用者１ Wi-Fiエリア 利用者２

③外線通話（着信）

衛星サービス
光フレッツ電話等

○○課は0000番
××課は1000番
・・・・

音声案内は録音で、
自由に変更可能

外部着信は２段階で着信
音声案内で希望の相手に誘導

外部回線の電話番号
XXX-YYYYY-ZZZZ

③外線通話（発信）

衛星サービス
光フレッツ電話等

外部回線を接続すれば外線発信可能
→エリア内にいなくても通話可能
いつもの携帯電話と同じ感覚で通話

電話網

利用者３が
Wi-Fiエリアに

いない

利用者３（外線側）

AP

Wi-Fiエリア

電話網

利用者３（外線側）

こちらは災害用仮設交換器です。
電話番号を入力してください。

ICTユニット

発信

発信

ＩＣＴユニットの利用方法２
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